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「人文科学とコンピュータシンポジウム」　 平成15年12月

Z39.50　 CIMIプ ロ ファイル を もち いた

民族学標本資料の情報共有にむけて

　　　　　　 山本 泰則

国立民族学博物館 博物館民族学研究部

　　　　　中川　隆

国立民族学博物館 情報管理施設

CIMIプ ロファイル とは、情報検索の共通プロ トコルZ39.50を もちいて博物館 ・美

術館の間で情報共有をお こなうために提案 された仕様である。国立民族学博物館で

は、このプロファイルに準拠 して、所蔵する民族標本資料の情報を検索 ・提供す る

システムを試作 した。本報告では、プロ トタイプシステムの機能の紹介 しCIMIプ

ロファイルの適用可能性について検討す る。

   Towards the Cross-Agency Search for Information of 

Ethnographic Museum Objects based on Z39.50 CIMI Profile

    Yasunori YAMAMOTO 

Department of Museum Anthropology, 

   National Museum of Ethnology

     Takashi NAKAGAWA 

Information and Documentation Center, 

   National Museum of Ethnology

CIMI Profile is a set of technical specifications for using Z39.50 to search and 

retrieve cultural heritage information in the distributed repositories. We imple-

mented a CIMI server to retrieve information of ethnographic objects in the Na-

tional Museum of Ethnology. This report describes the pilot system and discusses 

the feasibility of the Profile.

1　 はじめに

　 イ ンタ0ネ ッ トを介 して文化 情報資源 を共有

す るための さま ざま な試 みがな され てい る。博

物館 ・美術館 の もつ情 報 も、そ ういった情 報資

源のひ とつ であ る。分 野 を横 断 した情報検 索で

は、Dublin　 Core[1]の 基 本 要 素が もちい られ

るこ とが多 いが、博 物館 ・美術館 に分 野 を限定

した場合、Dublin　 Coreだ け で十分 な検索 がで

き るとはい えない。

　博物館 ・美術館 の間で情報 を交換 ・共有す る枠

組 みのひ とつ と して、CIM工(Computer　 lnter-

change　 of　Museum　 Znformation)コ ン ソー シア

ム 【2]が作成 したCIMIプ ロファイル[3]が あ

る。CIMIプ ロファイルでは、情報検索の標準

プロ トコルであるZ39.50[4]を べ一スに、文化

財(cultural舵 而 αge)特 有のデータ項 目を定

義している。各組織が持つデータベースのデー

タ項 目をそれ らに変換することにより、異なる

構造のデータベース間で情報の相互アクセスを

可能にしている。

　今回、国立民族学博物館(以 下、民博)で は、

所蔵する資料情報を標準の手段で提供し、また、

他の博物館や異分野の情報資源 と情報共有する

方法のひ とつ として、CIMIプ ロファイルに対
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応 したZ39.50サ ーバを作成 し、これをもちい

て情報検索システムを構成 した。本稿では、実

際にシステムを実装 し、約5000件 のサンプル

データベースを作成 した経験にもとづき、博物

館の民族標本資料におけるCIMIプ ロファイル

の適用可能性について検討する。

2　 CIMIプ ロファイル と民族標本資料

2.1　 Z39.50　 CIMIア プ リケー シ ョンプ ロフ

　　 ァイル

　 Z39.50と は、サーバークライアン ト型情報検

索システムにおいて、検索要求と検索結果の取

得(返 戻)の 手順を定めた国際標準規約である。

クライアン トは検索語 にア トリビュー ト(検 索

項目などの属性)を つけてサーバへ質問を送り、

サーバは検索結果をタグ(デ ータ項 目)を もち

いてレコー ドに組み立て、クライアントに返す。

　サーバ とクライアン トの間でア トリビュ0

トとタグを共有す ることにより、デ0タ ベ0ス

のスキーマを抽象化 してデータベース間の差

異を吸収 し、複数のデー タベースを同 じイン

タフェースで検索することができる。ア トリ

ビュー ト、タグとロー一カルなデータベースの項

目(フ ィール ド)間 の変換はサーバの責任で、

クライアン トからは見えない。

　 Z39,50は 、はじめ書誌デー タベースを横断

検索する目的で開発 され、普及 した。

　 Z39,50の ア トリビュー トやタグ、返戻 レコー

ドの構造などを、特定の分野に応用す るための

指針がアプ リケーシ ョンプ ロファイルである。

現在いくつかのものが提案 されているが 同、そ

の中にCIMIコ ンソーシアムが定めたCIMIプ

ロファイルがある。これは、博物館や美術館間

で文化財情報(美 術、建築、文化史、自然史な

どの分野を含む)を 相互に検索 ・利用すること

を目的に してお り、以下の ような特徴がある。

・検索項 目を指定す るUseア トリビュー トに

　は、Bib-1ア ト リビュー ト1[6]か ら取 りいれ

　た要素(14個)に 加 え、CIMI独 自の要素(55

　 個)とDublin　 Coreの 基 本要 素(15個)が

　含 まれて い る。

・返戻 レコー ドを構 成す る タ グ と して 、標 準

　 のtagSet-GとtagSet-M[7ユ 、　Digital　Collec-

　 tionsタ グ セ ッ ト[g]に 加 え、　CIMI独 自 の も

　 の(要 素数60)が 定 義 され てい る。 そ こに

　 は、画像や 音響 な どバ イナ リデー タとそ のメ

　 タデ ー タを記述 す るタ グが含 まれ て い る。

・返戻 のデー タ項 目集 合 を規 定 したエ レメン ト

セ ッ トと して、標 準 のBとFの 他 に、MB

　 (Museum　 Brief　record)が 定義 され てい る。

・返戻 の抽象 レコー ド構造 が定義 され てい る。

・CIMIプ ロ フ ァイル に対応 していないZ39.50

　 ク ライア ン トも、最低 限の情報検 索がで き る

　 よ う考慮 され て いる0

2.2　 国立民族学博物館の民族標本資料

　 民博では、民族学の研究資料 として、また人々

に世界の文化を紹介す るため、世界の さまざま

な地域や社会で現在使用 されている、あるいは

使用 されていた 「モノ」を収集 している。これ

らを民博では標本資料 と呼んでいる。

　標本資料には、農業 ・牧畜 ・狩猟 ・漁労な ど

生産に関する用具類、衣 ・食 ・住をはじめ楽器、

遊びなど生活に関する用具類、紡織製品、木製

品、金属製品、陶製品など生活技術に関す る用

具類、宗教儀礼、冠婚葬祭 に関連す る用具類、

などが含まれ る。つま り、人間の活動にかかわ

る、あ りとあ らゆる種類のモノを収集 している。

一方、美術 ・骨董的価値のあるものは原則 とし

て収集の対象 とは してない。現在約24万 点の

標本資料を所蔵 してい る。

　約30年 前の創設 当初か ら、民博ではコンピ

ュータの利用を念頭において各資料に関する情

報を整理 し、早期にデータベース化をおこなっ

た。その内容は、資料を収集 ・使用 ・製作の観点

1書 誌情報の検索にもちいる
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標本番号　　　 寸法 ・重量

履歴番号　　　　収蔵場所

記入年月日　　 原収集者+

記入責任者　　 原収集者住所+

展示番号　　　収集年月日

OCMコ ー ド　収集地十

〇WCコ ー ド　入手状況

標本名+

現地名(ロ ーマ字)

現地名(カ タカナ)

現地名(現 地語綴 り)

現地名(訳)+

検索名

使用民族+　　 製作者

使用者　　　　製作地+

使用年代　　　　製作年代

使用地+　　　 製作状況

使用状況　　　 製作法・材料
用途0使 用法

流通状況

変遷 ・分布

その他

関係品

文献

関連資料 ・情報

表1:標 本資料データベースの項 目一覧(+記 号はフリガナがあることを意味す る)

からみた記述を中心 とする、約40項 目の情報

か らなる(表1)。 現在、データベースをXML

化するための移行作業をおこなっている。また、

多 くの標本資料について、平面 ・正面 ・側面 ・

鳥iﾌ:i'の4つの異なる方向か ら撮影 したデジタル

画像を蓄積 している。

3　 CIMIプ ロファイルをもちいた民族標

　　本資料データベースの試作

　 この節では、作成 したCIMIプ ロファイル対

応 のZ39.50サ ーバ(CIMIサ ーバ)に よる標

本資料デ0タ ベースについて述べる。以下、混

同を避けるため、従来の民博独 自のスキ0マ に

したがって作成されている標本資料デー タベー

ス(XML形 式)を 、オ リジナルDBと 呼ぶ。

3.1　 CIMIサ ー バ の実装

　 CIMIプ ロファイルに対応 したZ39.50サ0バ

(CIMIサ ーバ)を 、サーバ部、デー タベース

部、返戻生成部 とい う構成で実装 した(図1)。

　サーバ部　クライアン トからの検索要求を解

析 し、データベースの検索命令に変換 してデー

タベース部へ送る。クライアン トからの返戻要

求に対 しては、定められたレコー ド形式 とプロ

トコルに したがって検索結果 をクライアン トへ

返す。また、セッション管理 などもお こな う。

　データベース部　オ リジナルDBの データ項

目をCIMI-1のUseア トリビュー トに変換 した

データベ0ス で、IBMのDB2と 全文検索エン

ジンテキス ト情報エクステンダで管理 してい

る。データベ0ス 作成にあたっては、オ リジナ

ルDBの レコー ドを、　XSLTに よってCIMI-1

のア トリビュー トに変換 した。

　 返戻生成部　検索結果をCIMIの スキ0マ と

Z39.50の レコー ドシンタックスに変換 し、返戻

レコー ドを生成する。変換は、XSLTプ ロセ ッ

サによって、標本資料DB→CIMエ スキーマ→

返戻 レコー ドとい う2段 階でお こな う。XSLT

はエレメン トセッ ト(B、MB、 　F)と レコー ド

シンタックス(GRS-1、 　SUTRS)の 組合せ に

応 じて6種 類用意 されてお り、必要に応 じて使

い分けられる。

　 本サーバ では、オ リジナルDBか らア トリ

ビュー トへの変換は、検索の効率を考慮 して、

事前におこないデ0タ ベースで管理 しているの

に対 して、返戻 レコー ドへの形式変換はオンデ

マン ドでおこなっている。

　 検索のおおまかな流れは以下のよ うになる。

1.ク ライアン トが検索要求をだす と、サーバ部

　 はそれ を解析 してデータベース部へ検索命

　 令を送 る。検索結果の レコー ドidの 集合は、

　 サーバ部が保持 している。

2.ク ライアン トか ら返戻要求を受 け とると、

　 サーバ部は検索結果 レコ0ドid集 合をもと

　 に、返戻生成部へ返戻 レコー ドの作成 を指示

　 する。

3.返 戻生成部 は、オ リジナルDBの レコ0ド

　 をXSLTに よ り変換 して返戻 レコー ドを作

　 成 し、それをサーバ部へ渡す。

4,サ0バ 部は、Z39.50の プロ トコルにしたがっ

　 て返戻 レコー ドをクライアン トへ返す。

なお、CIMIサ ー バ は、　Bibに の み対応 した
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図1:CIMIサ ー バ の構造 とZ39.5Q-Web　 Gateway

クライアン トからの検索要求にも、ある程度は

応 じられるように仕様で決められているが、本

サーバは、Bibク ライアン トに対 しては、　Bib

サーバ として動作する機能をもつ。

3.2　 Z39.50-Web　 Gateway

　 本 サーバや他 のZ39.50サ ー バ をWebブ ラ ウ

ザ か ら利用で きるよ うにす るためのgatewayを

同時 に開発 した。 このgatewayは ユ ー一ザ の検 索

要 求 をZ39.50プ ロ トコル に変 換 してサ ーバ に

送 り、受け とった検 索結 果 をHTMLに 変 換 し

てブ ラウザ に返す。検 索結 果は、1レ コー ド/

1行 の 一覧表示また は1レ コー ドご との詳細 表

示 に して、 ブラ ウザ で見 るこ とが で きる。

　 受 け とった レコー ドのrnrObject/rendition下

の タグresource(5,30)の 情 報 が画 像のURLで

あ った場合 、gatewayは そ の画像サイ ズ に関す

る記述 を調べ、"thumbnail"か"wallet"の 場 合

は画像 その ものを、それ 以外 の場合 は画像へ の

リンク をブ ラウザ に表示 す る(図2)。

　 本gatewayは 、　CIMIク ライ ア ン トとして も

Bibク ライア ン トとして も同時 に機能 して、複

数 のサーバ と同時 に接 続す る ことが できる。 こ

の機 能 によ りデー タベ ース間の横断検 索 を実現

して いる2。

2D
ublin　Coreの 各 要素 に割 り当て られ てい るuse　 at一

3.3　 オ リジナルDBか らCIMIへ の変換

　 CIMIプ ロファイル とい う共通の枠組をとお

して博物館間で相互に情報をアクセスできるよ

うにするためには、民博のオ リジナルDBの 各

項 目か らCIMIの ア トリビュー トとタグへ、い

かにマ ッピングす るかが重要である。

　 CIMIの ア トリビュ・一トとタグは、意味内容

から次のように分類できる。CIMI独 自のもの

で、博物館資料の内容や管理情報を記述するも

の。分野を越えて関連する情報を発見す るため

の、Dublin　Coreの 基本要素やア トリビュー ト

who、　what、 禰eπ 、where。　Bib-1か らとり入

れた書誌情報を記述するア トリビュー ト。画像・

音声などバイナ リデータとそのメタデータを記

述するタグmrOのed、 　reηd漉o%

　マ ッピングは、CIMIプ ロファイルで定義 さ

れているア トリビュー トとタグのセマンティク

スにもとついておこなったが、以下の点 も考慮

した(具 体的なマ ッピングは付録の表を参照)。

・個々のア トリビュ0ト へは、対応する情報が

　あ りそ うなオ リジナルDBの 複数 の項 目を

　マ ッピングし、検索もれがないようにする。

。タグについては、オ リジナルDBの 各項 目が

　少なくともどれかのタグにマッピングされ る

tibute　valueは 、　CIMI-1とBib-1で は異 な るが 、 この

getewayは それ ぞ れ に変換 してサー バ に検 索要 求 を送 る。
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図2:Webブ ラウザで表示 した検索結果(左:詳 細表示、右:付 随す る画像)

ようにする。また、オ リジナルDBの ひとつ

の項 目がいくつものタグにマ ッピングされて

返戻 レコー ドが冗長にな らないようにする。

　 た とえば、オ リジナルDBの 「製作者 」 とい

う項 目には、製 作者 の名 前だ けでな く、製作 者

の職業や地域社 会や家庭 内での役割な どが記 述

され てい るこ ともあ る。そのた め、 この項 目は

ア トリビュー トのcreatorNameに はマ ッピング

したが、タグのcredtorl>ameに はマ ッピン グ し

なか った。それ に対 して、ごreαオOTσeηe而 につ

いて はア トリビュー トへ もタグへ も 「製作者 」

をマ ッピング した。

　 また、オ リジナルDBの 「用途 ・使用 法」の よ

うに、対応す る項 目がCIMIに な い場合 も、 こ

の情報 がな ん らか の検 索の対象 とな る よ うに 、

また返 戻 レコー ドの 中に 情報 が あ らわれ る よ

うに、 α55・C漉 ・nGeneralやD(:-desc吻tion、

D　C-coverage、 　who、　what、　when、 　whereな ど、

包括 的な情報 を記述 す るア トリビュー トや タグ

ヘ マ ッ ピン グをお こなった。

　 以上の よ うに、多 くのマ ッピングはオ リジナ

ルDBの デ ー タ項 目とCIMIの ア トリビュー ト

や タグの意 味解 釈 にも とついて決 めるた め、ad

hocな 要 因が入 らざるを えない。

　 とこ ろで 、構造 を もつ タグmrObjectに は 、

標 本資料 の画像の メタデー タを記述 した。ひ と

っの標 本資料 について撮影方 向の異な る画像 ご

とにmrObjectを 、 サ ムネイ ル画像 と精 細画像

とい う異 な る解 像度 ご とにrenditionを 記 述 し

た。renditianの 下 位 の要 素で あ るresourceに

は 画像 のURLを 割 りあて た。 この情報 を受 け

とったCIMIク ライ ア ン トは標 本の画像 を蓄積

してい るWbbサ ー バ にア クセ ス して、 画像 を

表示 す るこ とがで き る。

4　 考察

　 オ リジナルDBか らCIMIの ア トリビュー ト

とタグへ のマ ッ ピングにつ いて、CIMIの 特 徴

で ある博物館 資料記 述の ための項 目を中心に分

析す ると、っ ぎの よ うに分 類で き る。

1.ほ ぼ1対1に 対応す る場合(標 本番号 →abjec-

　 tlD、 寸 法 ・重量 →demensions、 原 収集者 →

　 fieldCollector、 製 作 地→place　 OfOrigtin、 関

　 係 品→relatedObjects)、 画 像 情報→ πLrOδ一

　 ject、　renditionな ど)

2.マ ッ ピン グ元 が ない 場合 。 これ には2つ の

　 場合 が あ り、固 定値 を補 え る もの(oω πεr、

　 rePositoryPIQCe、 　dddress、　adrninistratorな

　 ど);原 資 料 に情報 は あ るが オ リジナルDB

　 に は採録 され て いない、または資料 の性 格上

　 情 報のない もの{　ins　criptionMark、 　physical-

　 Description,　 creatorDateQfBirth,　 agePeriod,

　 typeSpecime臥CO冗tentGeneral、 　COπオe」オ、4励 αe-

　 ologicadな ど)
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3.マ ッ ピン グ先 がない場合(収 集 地、使 用民族、

　 使用 年代 、用途 ・使 用法 、流通 状況 な ど)。

4,1対 多 の対応 にな る場合(製 作者→{creator-

　 General,　 creatorName}、 「製 作法 ・材料 」→

　 {ｍtaterialMediuｍ,　 process　Technique}な ど)

5.多 対1の 対応 にな る場合(objectTitle、 　asso-

　 ciationGeneralな ど)

　 上記4.と5.は 、オ リジナルDBの 項 目が表

す概念 と、ほぼそれに近いCIMIの 項目が表す

概念の範囲が違 うために生 じる。

　 上記3,の 場合、今回はやや強引に包括的な情

報を表す項目へ対応づけた。その結果、情報の

性格がぼやけて しまったのは否めない。Z39.50

には 「サーバがloca1に 定義 したタグ」とい う

タグタイプ(3)が あるので、それを使ってオ

リジナルDBの 項目をそのまま生かした返戻 レ

コー ドを構成 した方より正確な情報になると思

われ る。ただ し、localな ア トリビュー トは定

義できないので、この場合、検索条件をどう表

現するかとい う問題は残る。

　 このようなマッピングの困難 さは、民族資料

と美術系、歴史系、自然史系の博物館資料 との

関心のちがいを反映 していて興味深い0民 族資

料の多 くは、使われている社会にとってはごく

あ りふれた 日常のモノである。研究者は、それ

をどんな人が作 り、どのように流通 し、どう使

われているかに関心をもっている。

　 ところで、GIMIの ア トリビュー トには、人に

ついての情報(who)、 ことがらについての情報

(what)、 日付や時代についての情報(when)、

場所 についての情報(where)と い う項 目があ

る。情報を絞 りこむときに、こういった側面に

注 目す る方法は、多種多様な情報の中から求め

るものを発見す るために、Dublin　Coreの メタ

データを補 う有効な手段になる可能性がある。

　以上のよ うにマ ッピング上の課題はあるが、

CIMIプ ロファイルは、博物館のモノ資料に関

する、画像も含めた基本情報を、標準規格の枠

組みの中だけで扱 うことができる。その点で、

博物館の間で情報を共有する手段 として評価で

きよう。 しか し、うま くマ ッピングできなかっ

たローカルなデータベース固有の情報をいかに

扱 うべきかにっいては、引き続き検討 しなけれ

ばならない。

　今後は、他 の博物館のCIMIサ ーバ との相互

検索や歴史系データベース[9]の ような分野を

越 えた横断検索のテス トをお こない、CIMIの

適用可能性 をさらに評価 していく必要がある。
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A　 付録　オ リジナルDBか らCIMIのAttribute、 　Tagへ のマ ッ ピング(抜 粋)3

ラベル

 objectName

objectTitle

creatorGeneral

creatorName

creatorNationality 

CultureRace

creatorDateOfBirth

 creatorDateOfDeath

creatorRole

 fieldCollector

repositoryName

repositoryPlace

owner

creditLine

subjectContent

 objectlD

materialMedium

processTechnique

dimensions

 place0fOrigin

 dateOfOrigin

dateCollected

agePeriod

typeSpecimen

stylePeriod

 periodName

provenance

quantity

award

collection

inscriptionMark

 objectLanguage

condition

physicalDescription

protectionStatus

protectionDate

spatial 

ReferencingSystem

x-coordinate 

InReferencingSystem

y-coordinate 

 InReferencingSystem

Attributeへ のマ ップ

検索名

標 本名+、 現 地名(ロ ー マ字)、 現地 名(カ タ

カ ナ)、 現 地名(現 地語 綴 り)、 現 地名 一訳十

製作者

製 作者』

原収集者+
"国立民族学博物館" 0収 蔵場所

"E135
.31.57.4　 N34.48.34.6"

57国立 民族 学博 物館"

"国立民族学博物館所蔵"

検 索名 、OCMコ ー ド

標本番号

製作法 ・材料

製作法 ・材料

寸法 ・重量

製作地+

製作年代

収集年月目

入手状況

("緯 度経 度")

"E135 .31.57.4"

"N34 .48.34.$"

Tagへ の マ ップ

検索名

標 本 名 十、 現 地名(ロ ー マ字)、 現 地 名(カ

タカ ナ)、 現 地 名(現 地語 綴 り)、 現 地 名一訳

製作者

原収集者
"国立民族学博物館"、収蔵場所

"E135
.3」..57.4　 N34.48.34.6"

"国立民族学博物館"

"国立民族学博物館所蔵"

検索 名 、OCMコ ー ド

標本番号

製作法 ・材料

寸法 ・重量

製作地

製作年代

収集年月日

入手状況

("緯 度経 度")

"E135 .31.57.4"

"N34 .48.34.6"

(次 ペー ジへっ つ く)

　3表 中で、イタリックのラベルはアトリビュー トの項目名を、それ以外はタグの要素名をあらわす。 また、+の つい

た項目名はフリガナ情報もマップしたことを、一 はオリジナルDBに マ ップ元がないことを意味する。
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(前ペ ー ジ よ り)

ラベル

address

 relatedObjects

related 

TextualReferences

associationGeneral

contentGeneral

 contextHistorical

contextArchaeological

 copyrightRestriction

 wallTextLabel

administrative 

EventGeneral

administrator

resource

image

who

what

when

where

DC-title

DC-creator

DC-contributors

DC-date

DC-description

DC-identifier

DC-type

DC-language

DC-subject

DC-publisher

 DC-format

 DC-source

DC-relation

 DC-coverage

DC-rights

Attributeへ の マ ッ プ

"565 -8511大 阪府 吹 田市 千里 万博 公 園10-1'0

関係品

文献

展示番号、使用者、製作状況、流通状況0関

連資料 ・情報、その他

"国立民族学博物館"

画像ファイルのURL

true

記入責任者、原収集者+、 使用民族+、 使用

者、製作者、流通状況、入手状況

標 本名 十、現 地名(ロ ーマ字)、 現地 名(カ タ

カナ)、 現 地 名(現 地語 綴 り)、 現地 名一訳 十〇

検 索 名、 用途 ・使 用 法、製 作 法 ・材 料 、 関係

品

記入年月日、収集年月 日、使用年代、使用状

況、製作年代、製作状況、変遷 ・分布

OWCコ ー ド、収集 地+、 使 用地+、 収 蔵 場

所 、 製作 地+、 流 通状 況 、変 遷 ・分 布

標本名+

製作者

収集年月 日

用途 ・使用法0使 用民族十、使用者、使用年

代、使用状況、製作状況、製作法 ・材料

標 本番 号'一'履歴 番 号

"博物館 標本資料"

検 索名 、OCMコ ー ド

"国立民族学博物館"

"Physical　 Object"

標本番号

関係品

収集地十、使用地、製作地十、流通状況、使

用年代、使用状況、製作年代、製作状況、変

遷 ・分布十、OWCコ ー ド
"国立民族学博物館"
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Tagへ の マ ッ プ

"565 -8511大 阪府 吹 田市 千 里 万博 公 園1(M"

関係品

文献

展示番号、使用者、製作状況、流通状況、関

連資料 ・情報、その他

"国立民族学博物館"

画像ファイルのURL(と 画像サイズの情報)

/π・ ㏄5・ciated　 element　 r5ノノ

/π0α550cfα`eゴ ε'ε肌ent　 r5ノノ

/η0α550C勉ed鹿 皿ε漉`5ガ

/h・associated　 element　 r5ノノ

加oassociated　 element　 r5//

標 本 名,(,フ リガ ナ,),

製作者

収集年月日

用途 ・使用法、使用民族、使用年代、使用状

況

標本番号L'履 歴番号
"博物館 標本資料"

検 索 名 、OCMコ ー ド

"国立民族学博物館"

"Physical　 Object"

標本番号

関係品

収集地、使用地、製作地、使用年代、製作年

代、変遷 ・分布、OWCコ0ド

"国立民族学博物館"


